
   開催要項 

 

       ２１世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会 

全 国 老 人 福 祉 問 題 研 究 会  

 

共同学習集会のご案内 

 

「 介 護 保 険 １０年 ・どうなる、どうする 」 

～ 地域包括ケアシステムと２０１２年改定 ＰＡＲＴⅣ ～ 

 

２１世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会と全国老人福祉問題研究会は、本年２月と４月、さらに６月に共同学習

集会を開催し、実は給付削減をめざした地域包括ケアや２４時間訪問サービスではなく、高齢者、家族そして誰もが、住

み慣れた地域で自宅で安心してその人らしく生活を継続できる、真の地域包括ケアシステムが必要であることを確認し

てきました。 

介護保険法等の改定案は、混乱した国会に乗じてまともな論議なく６月１５日に参議院で可決成立しました。社会保障

審議会などにおいて具体的な給付内容が検討され、来年４月の施行に向けて大きく動き出しました。  

わたくしたちは国民の立場に立った社会保障と税の論議を求めるとともに、真っ当な福祉や介護の制度改正を実現す

る立場から学習集会を開催いたします。 

 

日  時 ： ２０１１年 ９月 ４日（日） １２：３０ ～ １７：００ ＜ 受付 １２：００～ ＞  
場  所 ： 専修大学 神田キャンパス ７号館７３１教室 〒101-8425 東京都千代田区神田神保町3-8 
内  容 ：  
【 特別講演 】   「 ３ ・１１から介護保障の財政の問題と方向を考える 」 （ 仮題 ） 

都留文科大学 後藤 道夫 氏 
 

３月１１日東日本大震災の被災者に対しての『医療』と『介護』は、いずれも社会保険であるにもかかわらず、 

現物給付か現金給付かの制度上の違いが顕在化しました。社会保障の財政問題の議論のあるべき出発点 

として、「必要充足の原則」をＯＥＣＤのデータなども活用しながら、国が唱える「持続可能な制度」論への 

反論を掘り下げてお話をしていただきます。 

 

 【 報  告 】  

① 被災地で介護保険は機能したのか    ～  「地域包括ケア」ではなく「地域崩壊ケア」の実態 ～ 

社会福祉法人立正会 理事 ( 元 敬愛園施設長 ) 大泉 勝 氏 

② 地域が、高齢者が求めている地域包括ケア 

～ ２４時間訪問サービスのここが問題 担うのは誰なのか・負担は・中身はだいじょうぶ？～ 

全国老人福祉問題研究会  副会長      矢部 広明 氏 

司会兼コーディネーター ： 質疑とまとめ 

 

参加費 ：  １，０００ 円 （  資料代 ・当日受付でお支払い願います ） 

 

後 援 ： 全日本民主医療機関連合会、障害者の生活と権利を守る全国連絡協議会、東京社会保障推進協議会、全国福

祉保育労働組合、全国保険医団体連合会、総合社会福祉研究所、社会福祉施設経営者同友会（ ※予定 ） 

連絡先 ：全国老人福祉問題研究会 〒189-0021 東京都東村山市諏訪町2－26－1 白十字ホーム気付 （担当；西岡） 

２１世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会 〒603-8173 京都市北区小山下初音町２４ （担当；大谷） 
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【 当日のプログラム （ 案 ） 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 会場案内 ： 専修大学 神田キャンパス 】 

 

★ 専修大学 神田校舎 ７号館７３１教室  住所 ： 〒１０１-８４２５ 東京都千代田区神田神保町３-８ 
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②　地域が、高齢者が求めている地域包括ケア
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「　３ ・１１から介護保障の財政の問題と方向を考える　」　（　仮題　）

①　被災地で介護保険は機能したのか
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後藤　道夫　氏都留文科大学

社会福祉法人立正会 理事　 大泉　勝　氏
     ～ 「地域包括ケア」ではなく「地域崩壊ケア」の実態 ～

～ ２４時間訪問サービスのここが問題　担うのは誰なのか・負担は・中身はだいじょうぶ？～
全国老人福祉問題研究会 　副会長 矢部 広明 氏

主
催
者
挨
拶

休
　
憩

★　特別講演

 ３ ・１１から介護保障財政の
     問題と方向を考える　（仮題）

後藤 道夫 氏 （都留文科大学）

★　報告

① 被災地で
　　介護保険は
　　機能したのか

★　報告

② 地域が、高齢者が
　　求めている
　　地域包括ケア

★　質疑と
　　　まとめ

 

＝交通アクセスのご案内＝ 

 

◆ ＪＲ 

【 水道橋駅 】 

西口より徒歩7 分 

 

◆ 地下鉄 

◇ 【 九段下駅 】 

東西線・都営新宿線・ 

半蔵門線 

出口５より 徒歩３分 

◇ 【 神保町駅 】 

都営三田線・都営新宿 

線・半蔵門線 

出口Ａ２より 徒歩３分 



   開催要項 

【 参加申込書  】                        ※ ８月２０日までにお願いします 

 

              ファックス送信先 ０７５－４９４－１１３５ （表紙不要）   

 

 

■  施設名： 

 

■  お名前： 

 

連絡先住所 ・ 電話番号 ： （ ※ 会員の場合は省略可 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 事務局よりご案内とお断りについて ★ 

 

 本共同学習会の開催につきましては、上記のとおり日時・内容ともに決定しておりますが、現在、登壇者等

を調整している関係で、タイムテーブルや発言者等に若干の修正・変更がおこなわれることもございます。

（開始時刻並びに終了時刻、特別講演の講師も確定しております。） 

その点のみあらかじめご了承くださいますようお願いいたします。 また、変更された内容はホームペー

ジ上にて修正をおこないますので、確認をお願いいたします。 

9月4日
共同学習会

1,000円

　　　　　　　　円

  ■　９月４日   　老問研と老福連　の　共同学習会　■

合計金額

　　　※該当部分に○をつけて合計金額をご記入ください

出席者氏名 性別 役職・職種

小計


